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 日本肝胆膵外科学会高度技能修練施設 A 認定 

 日本肝胆膵外科学会高度技能専門医 1 名・指導医 2 名 

 日本消化器外科学会専門医 4 名・指導医 3 名 

 日本胆道学会指導医 2 名 

 日本肝臓病学会専門医 3 名 

 日本内分泌外科学会専門医 1 名 

 

1. グループの概要 

肝胆膵グループは、肝胆膵外科を専門とし臨床・研究・教育に従事する医師と肝胆膵

外科の手術手技や知識の習得のためローテーションで従事する医師で成り立っていま

す。安全・確実・根治性が保たれた質の高い手術を目指し全員で日々研鑽を行ってい

ます。肝胆膵外科の手術は高難度手術が多いため、日本肝胆膵外科学会高度技能専門

医・指導医が手術に立ち会うことで安全性を確保しています。若手外科医にも積極的

に手術に参加してもらい、個人の力量に応じて高度技能専門医を目指すべく術者を担

当してもらっています。2015 年と 2016 年には新規 2 名の日本肝胆膵外科学会高度技

能専門医を輩出することができました。肝胆膵疾患の手術を中心に診療を行っており

ますが、科内の薬物療法専任医師と協力して化学療法を行うことで肝胆膵癌に対する

集学的治療を行っております。また悪性疾患だけでなく、胆石症等の良性疾患も多く

診療しております。開腹から腹腔鏡手術まで高難度手術を中心に幅広く技術を習得で

きるグループです。 

 

2. 診療 

① 外来担当医表 

月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 

 力山・渡部・伊関  野田・加藤  

② 週間スケジュール 

 月曜日：AM/PM 手術、 

PM 肝胆膵グループ 内科・外科・放射線科 合同カンファレンス 



 火曜日：AM 外科西病棟総回診 

 水曜日：AM/PM 手術 

 木曜日：AM 外科東病棟総回診 

 金曜日：AM/PM 手術 

③ 手術実績 

ここ３年間の当グループの手術症例数の推移を提示します。高度技能専門医取得

のための高難度肝胆膵外科手術症例は年間約 50 例となっております。 

日本消化器外科学会専門医の取得はもちろんのこと、日本肝胆膵外科学会高度技

能専門医の取得についても自施設の症例で目標に到達できる体制となっています。 

 

 2016 年 2017 年 2018 年 

膵頭十二指腸切除術 26 28 27 

膵体尾部切除術 14 11 13 

（うち腹腔鏡手術） (3) (8) (4) 

膵全摘術 6 3 2 

肝切除術 53 49 40 

（うち腹腔鏡手術） (13) (10) (9) 

肝膵同時切除 2 2 2 

脾臓摘出術 2 5 6 

胆嚢摘出術 60 57 76 

（うち腹腔鏡手術） (45) (45) (61) 

 

3. 教育 

当グループでは、肝胆膵診療に必要な専門医・指導医の取得を積極的に支援しており、

2 つのカリキュラム①肝胆膵修練医コース（外科学会専門医コース・消化器外科学会専

門医コース）、②肝胆膵高度技能専門医コースを提供しています。 

① 肝胆膵修練医コース（外科学会専門医コース・消化器外科学会専門医コース） 

(1) 一般目標：日本外科学会専門医および日本消化器外科学会専門医を取得する

ための症例を経験する。外科経験年数に応じた到達目標を達成するように必

要な手術手技・知識や症例数を経験してもらいます。 

(2) 到達目標（外科学会専門医コース・消化器外科学会専門医コースそれぞれの

おおまかな目安を以下に示します。） 

 上級医の指導監督下で、胆嚢摘出術（開腹・腹腔鏡下）などの術者を行

うことができる（計 20 例/年以上：外科学会専門医コース） 

 上級医の指導監督下で、開腹下脾臓摘出術・肝部分切除術の術者を行う

ことができる（計 5 例/年以上（消化器外科専門医コース）） 



 上級医の指導監督下で、胆管空腸吻合術の術者を行うことができる（計

例 3/年以上（消化器外科専門医コース）） 

 上級医の指導監督下で、膵切除・肝切除等高難度手術の第一助手を行う

ことができる（計 5 例/年以上（消化器外科専門医コース）） 

 肝胆膵関連学会において症例報告や一般演題の筆頭または共同演者とし

て発表を行うことができる（1 回/年以上） 

 修練期間中に経験した学術的意義の高い症例について、和文または英文

で症例報告論文を発表することができる（1 編/年以上） 

② 肝胆膵高度技能専門医コース 

(1) 一般目標：外科学会専門医・消化器外科学会専門医取得後に肝胆膵外科を専

門とし臨床・研究・教育を実践していく医師を養成する。日本肝胆膵外科学

会高度技能専門医の取得を目指し、後輩の指導を行う。 

(2) 到達目標： 

 上級医の指導監督下で、膵切除・肝切除等高難度手術（開腹・腹腔鏡下）

の術者を行うことができる（計 8 例/年以上） 

 修練医を指導する立場として、胆嚢摘出術（開腹・腹腔鏡下）、開腹下脾

臓摘出術・肝部分切除術等の助手を行うことができる（計 10 例/年以上） 

 肝胆膵関連学会において公募演題の筆頭または共同演者として発表を行

うことができる（2 回/年以上） 

 肝胆膵関連学会において症例報告の筆頭演者を指導する立場として発表

を行うことができる（1 回/年以上） 

 上記学術集会において発表した研究演題について、和文または英文で原

著論文を発表することができる（1 編/年以上） 

 

4. 研究 

① 研究発表・論文 

当グループは、経験した貴重な症例の学会報告や論文作成、各主要学会への参加

と研究発表、および論文作成も担当を決めて適宜行い、学術的な活動も幅広く行

っています。肝胆膵外科に関連する以下の学会発表や論文発表（症例報告や原著

論文）を行います。 

 日本外科学会学術集会（4 月）  

 日本肝胆膵外科学会学術集会（6 月） 

 日本消化器外科学会総会（7 月）  

 日本臨床外科学会総会（11 月） 

 日本内視鏡外科学会総会（12 月） 

 日本腹部救急医学会総会（3 月） 



 日本消化器画像診断研究会や日本膵切研究会、外科集談会など 

② 多施設共同研究への参加 

当グループは、PREP（膵癌術前治療研究会）などの多施設共同臨床研究に参加中

です。 


